
東日本大震災と健康問題
（問題意識メモ 水戸部）

この間の被災者の健康問題に関わる諸調査

①宮城県の被災者健康調査
プレハブ仮設、 みなし仮設、 災害公営住宅
（H24～H29、H30） （H23～H29、H30) （H27～R01）
東日本大震災応急仮設住宅等入居者健康調査報告書（平成23～25年度）
②TOMMOによるコホート調査
（大規模であり、非被災者も含むのが特徴）
③東北大学公衆衛生学教室（辻教授ら）による調査
東北大学大学院歯学研究科の調査
④復興庁の災害関連死調査
⑤国保件数調査（駆け込み受診とその後の受診抑制）
⑥保険医協会のアンケート調査
⑦民医連の訪問調査
⑧その他

・あと1年半で、東日本大震災から10年となる。

・震災・津波という大規模な負荷が、県民の健康にどのような影響を与えたのかを、
疫学的(集団的）アプローチで解き明かしたい。特に、健康の社会的決定要因という
視点を重視する。特に在宅被災者の実態にアプローチできないか。
・疫学的な知見から、政策的な提言も検討する。
・目的変数：健康状態、例えば有病率、有症率、心の健康状態、各種検査データなど

・説明変数：社会的要因、例えば被災状況、経済状況、仕事、住まい、家族・類縁、
社会関連資本など
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進め方
・作業チーム
・県や復興庁、公衆衛生学会発表資料の分析・整理
・TOMMOのコホートデーターの利活用
⇒活用の仕方や申請手続きなど習得が必要
・必要に応じて新たな調査活動



宮城県民 約233万人（約915000世帯） 2011年2月末
●住まい（自宅・賃貸） ●家族・類縁・地縁

●身体（健康・年齢） ●生業 ●資産（貯蓄・保険）

3.11 大震災・津波

死者 9637名
不明者 1221名

・
・

関連死 928名

全壊 83004戸
半壊 155130戸

一部損壊 224214戸

避難所避難者
（2011年5月18日）
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図1 被災世帯（Max 48774戸）の推移

プレハブ仮設入居戸数(戸) 民間借り上げ仮設入居決定件数(件)※２

その他入居戸数(戸) 災害公営住宅整備個数

自力再建個数推定（最大値からの差）

県の調査から
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図3 仮設の平均世帯人数の推移
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県の調査から
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H24年のプレハブ仮設とみなし仮設 ＆ H29年災害公営住宅
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医療費減免問題

市町村別国保月別件数

（2012年4月起点で比較）

津波や浸水被害の少ない自治体例 広範囲に津波被害を受けた自治体例一部に津波被害を受けた自治体例
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被災者と非（軽）被災者

TOMMOの調査から

● H30年12月5日 Press Release
住民コホート調査の4年後の2巡目の調査から見えてきたもの

「震災被害による影響が一部で依然として続いていることが明らかになっ
た。家屋被害の大きさと関連が示されたのは、心理的苦痛、平均歩数、骨
密度だった。」

● 七ヶ浜健康増進プロジェクト の調査報告
2012年、震災から1年の成人町民3844人の個別訪問調査
軽度身体的外傷と心理的苦痛指標に関連がみられた。

半壊以下ではその相関が明らかだが、大規模半壊以上では相関がはっきり
しなかった。
⇒公的な支援制度との関係の可能性がある。

● H29年2月1日 住民コホート調査報告
住民コホート63000人の調査報告

自宅被害の程度とメタボの関連があった。被災の激しい沿岸部は内陸部に
比べ、心理的苦痛、抑うつ、不眠、PTSDのオッズ比大

高血圧の中断が、内陸部で多かったが、糖尿病や高脂血症はそうでなかっ
た。中断者の血圧が高い。

● H28年3月1日 宮城県こども健康調査報告
28市町村4年間17000人の健康調査

津波や住環境変化によって、アトピーや心の所見がある子供が多い。時間
経過とともに、減少してきている。

● 公衆衛生情報みやぎNo453 三世代コホートの概要と成果

妊婦さんの生活習慣（肥満や喫煙）が気仙沼や石巻地域でよくない？もとも
と？

● 公衆衛生情報みやぎNo455 地域住民コホートの概要と成果
H29年2月1日 住民コホート調査報告をまとめたもの

● 公衆衛生情報みやぎNo486 TOMMOの地域住民コホート
地域住民コホート2次調査の報告
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TOMMOベースライン調査票から

住まい
〇 震災時にお住いのご自宅の被災状況について（一つ）
a 全壊 b 大規模半壊 c 半壊 d 一部損壊 e 被害なし f 被災地に居住していない
〇 現在のお住まいについて（一つ）
a プレハブ仮設 b 借り上げ仮設 c 借り上げででない賃貸住宅 d 家族・知人・親戚宅
e 震災で損壊した場所に家屋再建 f 新たな場所に家屋新築
g 震災前からの家屋にそのまま居住 h その他（ ）
〇 現在も震災により損壊した家屋やがれきを日常的にみることはありますか
a はい b いいえ
〇 震災後、避難所を含めて何回住居がかわりましたか。（一つ）
a 0回 b 1回 c 2回 d 3回 e 4回以上

仕事
〇 現在のお仕事について（一つ）
a 正社員 b 自営・またはその手伝い c 派遣社員 d パート・アルバイト・食卓
e 求職中 f 仕事をしていない（年金受給者、主婦、学生、無職含む）
〇 上記a～d の選択の方へ 現在のお仕事は、震災前と同じですか
a はい b いいえ

震災前と比べて、お仕事の状況は変わりましたか
a 稼ぎが増えた b 稼ぎが減った c 変化なし

家族
〇 配偶者はいますか
a いる b いない（未婚） cいない（離婚） d いない（死別）
〇 子どもは何人いますか
男 （ ）人 女（ ）人 そのうち死亡（ ）人
〇 あなた自身含めて何人で暮らしていますか
（ ）人
〇 あなたと同居している方の間柄について当てはまるものすべてに〇をつけてください
a 配偶者 b 親 c 息子・娘 d 息子・娘の配偶者 e 孫 f 兄弟姉妹 g 祖父母
h その他（ ）

生活習慣業の治療について
〇 高血圧 a 通院中 b 治療を中断 c 気を付けている d 経過観察 e 指摘なし
〇 糖尿病 a 通院中 b 治療を中断 c 気を付けている d 経過観察 e 指摘なし
〇 高脂血症 a 通院中 b 治療を中断 c 気を付けている d 経過観察 e 指摘なし
〇 一つでも治療中断bに〇をつけた方に、その理由はなんですか
a 医師の指示 b 自己判断 c 震災の影響 d その他（ ）

人とのつながり
〇少なくとも月に1回、会ったり話したりする家族・親戚は何人いますか
a 0人 b 1人 c 2人 d 3～4人 e 5～8人 f 9人以上
〇少なくとも月に1回、会ったり話したりする友人は何人いますか
a 0人 b 1人 c 2人 d 3～4人 e 5～8人 f 9人以上
〇まわりの人々はお互い助け合っていますか
a 強くそう思う b どちらかといえばそう思う c どちらともいえない
d どちらかといえばそう思わない e まったくそう思わない
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追加資料（1）

TOMMOの二次調査項目から
世帯収入が加わった

2019.06.07 TOMMOのプレス報告

地域子ども長期健康調査をもとにした論文が発表されました
ToMMoでは、2012年度から2015年度まで、宮城県内で調査参加希望のある全自治体
（28市町村）の全公立小中学校で「地域子ども長期健康調査」を行いました。
このうち、2014年から2015年に実施した調査結果をもとに、居住タイプと湿疹症状の関
連について解析した結果を論文として発表しました。
本研究から、東日本大震災発生から3－4年が経過した時点でプレハブ型応急仮設住

宅に居住している児は、「震災前からの家屋にそのまま居住」している児と比較して、湿
疹を有する割合が高かったことがわかりました（オッズ比1.42、95%信頼区間1.03–
1.96）。一方、借上げ制度による民間賃貸住宅（みなし仮設住宅）に居住している児
（オッズ比0.94、95%信頼区間0.67–1.31）や他の居住タイプの児は、湿疹を有する割合

は高くありませんでした。この研究結果により、プレハブ型応急仮設住宅の居住環境と
皮膚症状の関連について、更なる調査・研究の必要性が示唆されました。
＊居住タイプ：(1)－(8)から選択
(1)プレハブ型応急仮設住宅、(2)借上げ制度による民間賃貸住宅、(3)借上げ制度によ
らない賃貸住宅に転居、(4)家族・友人・親戚宅、(5)震災により損壊した場所に家屋を再
建、(6)新たな場所に家屋を新築、(7)震災前からの家屋にそのまま居住、(8)その他
＊湿疹症状：ISAAC質問票で評価
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追加資料（2） 家屋被害と心理的苦痛
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追加資料（3） 家屋被害と運動量



12

追加資料（4） 家屋被害と骨密度
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追加資料（5） 家屋被害と妊婦喫煙、胎児影響


